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「菜の花忌」で菜の花を楽しむ
小阪・八戸ノ里周辺散歩

近鉄河内小阪駅・八戸ノ里駅周辺をまちガ

イドが案内します。 とき ３月１５日�午前
９時３０分～正午・午後１時３０分～４時 ☆い

ずれも近鉄八戸ノ里駅改札口前に集合、河内

小阪駅で解散 定員 各２０人（申込先着順）

内容 宮本順三記念館―菜の花ロード―司馬�
太郎記念館―中小阪の古いまち並み―延命寺―田

辺聖子文学館 料金 １，０００円（入館料含む。

お土産付き）

■申込み・問合せ先 めっけもん もうけも

ん まいど�東大阪（東大阪物産観光まちづく
りセンター）０７２（９８１）０１１１、�０７２（９４０）６６７９
■問合せ先 商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６

（４３０９）３８４６

小阪・八戸ノ里なのはなバル

近鉄河内小阪駅～八戸ノ里駅間で、まち全

体がバル（飲食店）となり、バル参加飲食店の

当日限定メニュー１つをチケット１枚で飲食

できます。開催日当日に配布する「バルマッ

プ」を手に、食べ歩き・飲み歩きを楽しみませ

んか。 とき ３月３日�午前１０時～３月４日
�午前０時 ところ 近鉄河内小阪駅～八戸

ノ里駅間周辺の飲食店（４８店舗） 料金 前売

券５枚綴り３，０００円、当日券５枚綴り３，５００円

※前売券は２月５日�～２４日�にホームペー
ジ（http���nanohanabar.jp�）で予約可。バル
参加飲食店でも発売。当日券は、特設会場（近

鉄河内小阪駅・八戸ノ里駅南側広場）で発売。

■問合せ先 �なのはなバル実行委員会
０６（６７４８）７８１０、�０６（６７４８）５８１２ �商業課

市の名誉市民である作家・司馬�太郎さんが

愛した花 … 菜の花。

花言葉は�元気いっぱい�。

菜の花のあたたかさにふれながら、この季節

ならではのイベントに参加して、東大阪をさら

に元気いっぱいに彩りませんか。

写真展～わが街の記憶

小阪・八戸の里周辺の昭和初期から４０年代

の生活や街並みを懐かしい写真でたどりませ

んか。 とき・ところ �３月２日�・３日�
午前１０時～午後４時�大阪広域水道企業団東
部水道事業所（下小阪４） �３月５日�～１０
日�午前１０時～午後５時�ユトリート東大阪
【司馬�太郎記念館でスライドショー】
上記期間中、司馬�太郎記念館では写真の

スライドショーを実施します。期間中、右の

チラシを持参した先着１５０人の方は入館が無料

となります。チラシは２月１５日�から市ウェ

ブサイトでダウンロード可。文化国際課、司

馬�太郎記念館、府立中央図書館、市立図書
館（旭町・花園・永和）、行政サービスセンタ

ー、公民館、公民分館など市内各施設でも配

布。

◇ ◇

■問合せ先 �司馬
�太郎記念館内小阪八
戸の里街なみ会議事務

局 ０６（６７２６）３８６０、�
０６（６７２６）３８５６ �文化
国際課 ０６（４３０９）３１５５、

�０６（４３０９）３８２３

市
役
所
の
窓
口
案
内
や
各
種
手

続
き
な
ど
を
紹
介
す
る
冊
子
「
東

大
阪
市
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
が
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

全
世
帯
へ
順
次
配
布
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
日
常
生
活
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

今
回
の
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
の
作

製
は
、
官
民
協
働
発
行
事
業
と
し

て
広
告
を
活
用
し
た
手
法
を
取
り

入
れ
て
お
り
、
行
政
情
報
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
各
種
団
体
お
よ
び

事
業
者
な
ど
の
広
告
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
市
民
生
活
に
役
立
つ

医
療
機
関
情
報
な
ど
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

完
成
し
た
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
は
、

市
内
の
全
世
帯
へ
順
次
配
布
し
て

い
き
ま
す
が
、
３
月
に
な
っ
て
も

届
か
な
い
場
合
は
、
広
報
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

広
報
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
０
２
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
２
１

２国保・後期高齢者医療保険の収納強化対策を実施

３保健所・センターだより

４・５ 税金の申告時期です

保存版 消防広報

■人 口：507，404人
■世帯数：218，803世帯（平成25年1月1日現在）

もくじ
■発行日：平成25年（2013年）2月15日

毎月2回発行（1日・15日）

２月１５日号
No.１，０１４

■発行：東大阪市市長公室広報広聴室広報課 〒577―8521東大阪市荒本北1丁目1番1号
■電話：06（4309）3000 ■ＦＡＸ：06（4309）3821 ■ウェブサイト http://www.city.higashiosaka.lg.jp/

「くらしのガイド」が完成
順 次 配 布 し て い き ま す

行政・地域情報が満載

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

http://nanohanabar.jp/
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【
児
童
扶
養
手
当
】

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
（
父
ま
た
は
母
に

政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害

が
あ
る
場
合
を
含
む
）
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

し
ま
す
。

月
額
は
、
全
部
支
給
の
場

合
１
人
４
万
１
４
３
０
円
、

２
人
目
５
０
０
０
円
、
３
人

目
以
降
１
人
に
つ
き
３
０
０

０
円
で
す
が
、
所
得
制
限
に

よ
り
１
人
目
の
月
額
が
一
部

停
止
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
支
給
期
間
は
、
対
象
児

童
が
１８
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
で
、

対
象
児
童
に
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、

２０
歳
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
請
求
期
限
（
受
給

資
格
が
発
生
し
て
５
年
）
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成

１５
年
３
月
３１
日
ま
で
に
請
求

期
限
の
時
効
が
成
立
し
て
い

る
方
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
父
ま
た
は
母
、
養
育

者
、
児
童
が
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
も

請
求
で
き
ま
せ
ん
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、

心
身
に
政
令
で
定
め
る
程
度

の
障
害
が
あ
る
２０
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
ま

た
は
母
、
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
し
ま
す
。た
だ
し
、

児
童
が
公
的
年
金
を
受
け
て

い
る
場
合
は
支
給
で
き
ま
せ

ん
。

◇

◇

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特

別
児
童
扶
養
手
当
は
い
ず
れ

も
所
得
制
限
が
あ
り
、
手
当

は
受
付
月
の
翌
月
分
か
ら
の

支
給
と
な
り
ま
す
。
制
限
と

な
る
額
や
手
当
の
支
給
額
な

ど
、
く
わ
し
く
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

◇
申
請
・
問
合
せ
先

国

民
年
金
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
５

国
民
健
康
保
険
で
は
、
医
療

費
に
充
て
る
た
め
の
保
険
料
が

不
足
し
、
事
業
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
ま
す
。健
全
な
運
営

を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
未
納

の
方
は
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、収
納
強
化
対
策
と
し

て
、２
月
中
旬
か
ら
休
日
・
夜
間

も
含
め
、
保
険
料
未
納
世
帯
に

対
し
、特
別
体
制
で
電
話
な
ど
に

よ
る
納
付
催
告
を
実
施
し
ま
す
。

相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る

と
、
医
療
費
が
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
る
「
資
格
証
明

書
」
の
交
付
や
財
産
の
差
押
え

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
必
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

納
付
相
談
は
お
早
め
に

医
療
保
険
室
保
険
料
課
で
は
、

平
日
に
納
付
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
休
日
・
夜
間
・
出
張
納

付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
休
日
・
夜
間
・
出
張

納
付
相
談
は
来
所
相
談
の
み
で
、

電
話
で
の
照
会
や
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。な

お
、
相
談
に
は
保
険
料
決

定
通
知
書
（
納
付
書
）
な
ど
、

通
知
書
番
号
ま
た
は
被
保
険
者

番
号
が
わ
か
る
も
の
と
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
２
月
２３

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２４
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
２
月
２１
日
�
・
２２
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

２
階
医
療
保
険
室
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

２
月
２２
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布
施

駅
前
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

東
大
阪
市
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で
今
年
度
４０
歳
か
ら
７４
歳

ま
で
の
方
に
は
、
特
定
健
康
診

査
受
診
券
（
今
年
度
は
オ
レ
ン

ジ
色
）を
送
付
し
て
い
ま
す
。有

効
期
限
は
３
月
３１
日
で
す
。
特

定
健
診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い

方
は
、ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
診
は
、
市
内
の
委
託

医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
集

団
健
診
を
行
い
ま
す
。
健
康
を

維
持
す
る
た
め
に
も
、
年
１
回

は
特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
集
団
健
診
】

◇
と
き

３
月
１０
日
�
午
前

９
時
３０
分
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎

１１
階
会
議
室

◇
対
象

４０
歳
〜
７４
歳
の
東

大
阪
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
ま
だ
特
定
健
診
を
受
け
て

い
な
い
方

◇
定
員

５０
人
（
抽
選
）

◇
内
容

問
診
、
診
療
、
腹

囲
・
血
圧
測
定
、
血
液
検
査
な

ど
◇
持
ち
物

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
特
定
健
康
診
査

受
診
券
（
届
い
て
い
な
い
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

◇
申
込
方
法

住
所
、氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
３
月

１
日
�
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

◇

◇

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

医

療
保
険
室
保
険
管
理
課

０
６

（
４
３
０
９
）３
０
５
１
、�
０
６

（
４
３
０
９
）３
８
０
５
、
Ｅ
メ

ー
ルiry

o
k
a
n
ri@
city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

市
役
所
本
庁
舎
の
一
部
窓
口

業
務
の
開
設
を
２
月
２３
日
�
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
実
施
し

ま
す
。

手
続
き
の
際
に
は
、
運
転
免

許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保

険
証
な
ど
本
人
が
確
認
で
き
る

書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

他
市
町
村
や
警
察
署
な
ど
へ

の
確
認
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、

取
扱
い
が
で
き
な
い
こ
と
や
手

続
き
が
完
了
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
担
当
課
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
日
だ
け
で
な
く
土

曜
開
庁
時
に
も
、
英
語
、
韓
国

・
朝
鮮
語
、
中
国
語
で
の
通
訳

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
月
の
開
設
日
時

２
月
２３
日
�
午
前
９
時
〜
正

午
開
設
場
所

市
役
所
本
庁
舎
２
階
・
３
階

取
扱
業
務

【
住
民
関
係
】

▽
戸
籍
届
、
住
民
異
動
届
、

印
鑑
登
録
な
ど
の
届
出
や
住
民

票
、
印
鑑
証
明
な
ど
の
各
種
証

明
書
交
付
な
ど

◇
問
合
せ
先

市
民
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
７
２
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
４

【
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
関
係
】

▽
加
入
・
脱
退
・
変
更
の
申

請
や
各
種
療
養
費
の
給
付
申
請
、

保
険
料
の
納
付
・
相
談
な
ど

◇
問
合
せ
先

▽
医
療
保
険

室
資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

▽
医
療
保

険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
８
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
７

【
医
療
助
成
関
係
】

▽
子
ど
も
や
障
害
者
な
ど
の

医
療
費
助
成
に
か
か
る
医
療
証

の
申
請
お
よ
び
療
養
費
の
申
請

な
ど◇

問
合
せ
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
児
童
手
当
な
ど
の
関
係
】

▽
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手

当
な
ど
の
申
請

◇
問
合
せ
先

国
民
年
金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

【
市
税
関
係
】

▽
市
税
の
各
種
証
明
書
発
行

や
納
付
・
相
談
・
申
告
受
付
・

申
請
受
付
・
閲
覧
・
届
出
、
原

動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特

殊
自
動
車
の
登
録
・
廃
車

◇
問
合
せ
先

▽
税
制
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
０

▽
市
民
税
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
３
５
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
９

▽
固
定
資

産
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
４
３
〜
３
１
４
４
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
１

▽

納
税
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
１
４
７
〜
３
１
５
２
、�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
８

◇

◇

◇
窓
口
開
設
に
か
か
る
問
合

せ
先

政
策
調
整
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
０
１
６
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
７

市
で
は
、
持
続
可
能
な
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
念
頭

に
、
今
後
の
公
共
施
設
の
あ

り
方
に
対
す
る
統
一
的
な
基

本
方
針
「
東
大
阪
市
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基
本

方
針
（
案
）
」
と
、
そ
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
「
東
大
阪
市

公
共
施
設
再
編
整
備
計
画

（
案
）
」
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

基
本
方
針
（
案
）
お
よ
び

再
編
整
備
計
画
（
案
）
の
内

容
は
、
２
月
２０
日
�
ま
で
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
意
見
募
集

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
ま

た
は
資
産
経
営
室
お
よ
び
市

政
情
報
相
談
課
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
３０
分
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

◇
対
象

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
（
い
ず
れ
か
）
の

方
ま
た
は
市
内
に
事
業
所
が

あ
る
事
業
者
、
法
人
、
そ
の

他
団
体

◇
提
出
方
法

住
所
、
氏

名
（
団
体
は
団
体
名
、
所
在

地
、
代
表
者
名
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
２
月
２０
日
�
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
（
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
閲
覧
場
所

へ
の
直
接
持
参
も
可
）

※
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

閲
覧
場
所
に
意
見
書
の
ひ
な

形
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

◇
提
出
・
問
合
せ
先

〒

５７７
―

８
５
２
１
市
役
所
資
産
経

営
室

０
６
（
４
３
０
９
）

３
０
１
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）３
８
２
６
、Ｅ
メ
ー
ル

s
h
is
a
n
k
eiei@

city
.

h
ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

国民健康保険・後期高齢者医療保険

収収収収収収収収収収収納納納納納納納納納納納強強強強強強強強強強強化化化化化化化化化化化対対対対対対対対対対対策策策策策策策策策策策ををををををををををを実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施

�
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

基
本
方
針（
案
）

意見を募集します

�
公
共
施
設
再
編
整
備
計
画
（
案
）

受
け
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
特
定
健
診

受
診
券
の
有
効
期
限
は
３
月
３１
日

第４土曜日に開設しています

市役所本庁舎の
一部窓口業務

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象
者
は
申
請
を

パブリックコメント

（２）平成２５年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

mailto:iryokanri@city.higashiosaka.lg.jp
mailto:shisankeiei@city.higashiosaka.lg.jp


※番号をよく確認のうえ、かけ間違いのないよう
　にお願いします。車での来場はご遠慮ください
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動物指導センターでは、動物愛護

の啓発と命あるものの生存機会の拡

大を図るために犬の譲渡を行ってい

ます。譲渡会では動物指導センター

で保護・引取りした犬のうち譲渡適

性のある犬について譲渡の申込みを

受け付けます。 �時２月２４日�午前
１１時～午後２時 ※雨天決行。 �所
水走公園 参加条件 次の条件すべ

てに該当している方 �営利や他人
への譲渡を目的としない �家族全
員の賛同を得ており愛情と責任をも

って適正に終生飼育ができる �動
物の飼養が認められている住宅に住

んでいる �現在犬を飼養していな

い（飼養している場合は面談などに

より認める場合あり） �持氏名・住
所が確認できる運転免許証など公的

機関発行の証明書、集合住宅もしく

は賃貸住宅に居住の場合は動物の飼

養を認めることを証明する書類 ※

申込みをした方は、後日自宅を調査

させていただくため、当日に犬を引

き渡すことはできません。ただし、

事前に犬を飼いたい申請をしている

方は当日の引渡しができます。なお、

当日は犬を譲りたい方の申請受付は

ありません。

�問動物指導センター ０７２（９６３）

６２１１、�０７２（９６３）１６４４

２歳児歯科健康相談

�時�所�３月７日��西保健センター
�１８日��東保健センター �２６日�
�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２３年３
月生まれの２歳児 �定各３０人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

お昼ごはんのつどい
バランスよく食べて、楽しく動いて�

�時３月５日�午前１０時３０分～午後２
時 �対市内在住の６５歳以上の方 �定２４
人（申込先着順） �内調理実習と試食、
体操など �料５００円 ※保険料が別途必

要。 �持運動ができる服・靴、エプロ
ン、手ふき、三角巾、筆記用具 �申３
月１日�までに電話で
�所�申�問東保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�３月６日�午前１０時～１１時
３０分、西保健センター�保育士と遊ぼ
う �１３日�午前１０時～１１時１５分、中
保健センター�みんなでおしゃべり
�１５日�午前１０時～１１時、東保健セン
ター�子育てを語ろう �対市内在住の
ふたご、みつごを妊娠・出産している

方とその子ども ※初参加者は前日ま

でに要申込み。

�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

�時�所�内�３月６日�午後１時３０分～
３時３０分、東保健センター�助産師の
話 �１９日�午後１時３０分～４時、中
保健センター�赤ちゃんとの生活、交
流会など �対市内在住のおおむね妊娠
１６週以降の妊婦 �持母子健康手帳
�申�問東・中保健センター

マタニティ歯科健診

�時�所�３月２１日��西保健センター
�２５日��中保健センター �２８日�
�東保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住のおおむね妊
娠１６週以降の妊婦 �定各１５人（申込先
着順） �持母子健康手帳
�申�問東・中・西保健センター

ひ けつ

若さを保つ秘訣法

�時３月１日�午後１時３０分～３時（受
付は午後１時１５分から） �対４０歳以上の
方 �定３０人（申込先着順） �内体組成
測定、体操など �持運動ができる服、
飲み物

�所�申�問東保健センター

小児慢性特定疾患
療育指導講演会

�時３月１２日�午後２時～４時（開場
は午後１時３０分） �所保健所大会議室
�対初めての集団生活を迎える予定の乳
幼児とその家族 �内講演「保育所、幼稚
園、療育センターについて」、交流会

�申講演会名、住所、氏名、電話番号、
保育の有無を３月８日�までに電話ま
たはファクスで

�申�問健康づくり課

めっちゃ元気まつり
みんなで取り組もうや�介護予防�

介護予防に関心のある方同士の情報

交換や交流などができます。 �時３月
１５日�午後１時３０分～３時３０分 �所東
大阪アリーナ �内歌体操、	歯つらつ人
生
のためのお口の健康講話、口腔体
操、お手軽ストレッチ・筋力アップ、

軽スポーツ「カーリンコン」 �持運動
ができる服、室内用シューズ

�問健康づくり課

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�３月５日�午前９時１０分から
・午前１０時から�西保健センター �
３月６日�午前９時１０分～１０時２０分、
１２日�午後１時～２時２０分�中保健セ
ンター �３月７日�午後１時３０分か
ら・午後２時１５分から�東診療所（申
込みは東保健センターへ） �内�対�肺が
ん検診�市内在住の４０歳以上の方 �
結核検診�市内在住の６５歳以上の方
�定各日４０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診
土曜日もあります

�時�所�３月２３日�午前９時～１０時３０
分�健康づくり課 �２８日�午後１時
から・午後１時４５分から・午後２時３０

分から�中保健センター �対平成２４年
４月１日現在、４０歳以上の偶数年齢の

女性またはクーポン券対象者 �定各日
５０人（申込先着順） �料８００円 ※生活

保護受給者と市民税非課税世帯の方で、

事前に保健センターで無料受診券の交

付を受けた場合は無料。

�申�問�健康づくり課 �中保健セン
ター

知って得する�ミニ「食」講座

�時３月１日�午前１０時３０分～正午
�対市内在住の方 �定２０人（申込先着順）
�内講話「高血圧には２種類ある・タイ
プ別高血圧予防法」、家庭料理の塩分チ

ェック �持塩分濃度を測定したい汁物
５０�程度、筆記用具
�所�申�問中保健センター

もうすぐ春だ�
楽しいウォーキング基礎講座

理想的な歩き方や靴の選び方などを

学びます。 �時３月６日�午前９時３０分
～正午ごろ ※雨天（当日午前６時５５分

ごろのＮＨＫ総合テレビの天気予報で

降水確率が５０％以上）の場合は、中保健

センターで実施。 �所花園中央公園噴水
前（花園ラグビー場南側） �対市内在住
の方 �定４０人（申込先着順） �持運動が
できる服・靴、飲み物、タオル、リュ

ックサック �申２月１５日�から電話で
�申�問中保健センター

忘れず受けましょう
３月１日～７日は子ども予防接種週間

病気を予防するた

めには、予防接種を

受けられる年齢ので

きるだけ早い時期に

接種することが大切

です。入園、入学な

どの集団生活を始める前に、予防接種

の受け忘れがないかを母子健康手帳で

確認しましょう。特に、麻しん・風し

ん混合ワクチン定期接種の３期（中学校

１年生に相当する年齢）および４期（高

校３年生に相当する年齢）については、

３月３１日までの接種期間を過ぎると自

己負担になりますので、まだ接種がお

済みでない方は早めに接種しましょう。

なお、子ども予防接種週間中の３月

２日�と３日�に接種できる病院もあ
ります。くわしくはお問合せください。

�問健康づくり課

栄養士研修会

�時３月１１日�午前１０時～正午 �所保
健所大会議室 �対市内在住の栄養士免
許がある方 �内講演「時間栄養学の活
用～何を食べるからいつ食べるへ」京

都医療センターの津崎こころさん、東

大阪地域活動栄養士会の活動について

�申�問健康づくり課

糖尿病食事学習会

【西保健センター】
�時３月５日�午前１０時３０分～午後２
時 �対糖尿病で食事療法をしている方
とその家族 �定２０人（申込先着順）
�内講話「エネルギーを控えて、おいし
く食べる」、調理実習など �料７００円
�持エプロン、手ふき、三角巾
�所�申�問西保健センター
【東保健センター】
�時３月１３日�午前１０時３０分～午後１
時 �対血糖値が高めまたは軽症糖尿病
の方とその家族 �定１０人（申込先着順）
�内講話「冬の食事で気をつけたいこと」、
調理実習・試食交流会「自分の食事量

を知る」 �料７００円 �持エプロン、手ふ
き、三角巾、筆記用具 �申３月８日�
までに電話で

�所�申�問東保健センター

昨年４月から市では、市内に流通

する食品を購入し、放射性物質の検

査を定期的に実施しています。

対象となるおもな食品は、平成２３

年８月４日付で原子力災害対策本部

が定めた「検査計画・出荷制限等の

品目・区域の設定・解除の考え方」

を踏まえた「地方自治体における検

査計画」対象自治体（１７都県）産を

中心とした食品で、分析対象は放射

性セシウムです。昨年７月から１２月

までに３５検体の検査を実施しました

が、基準値を超える放射性セシウム

は検出されていません。

過度に心配する必要はありません

仮に、放射性セシウム１３７が１００ベ

クレル／
（一般食品の基準値）残留
している食品を１
食べたとしても、
体が受ける影響は約０．００１３ミリシー

ベルトにしかなりません。国の基準

では食品からの被ばく線量の上限を

年間１ミリシーベルトとしているこ

とから、健康への影響を過度に心配

する必要はないと考えられています。

◇ ◇

くわしくは市ウェブサイトをご覧

ください。

�問食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�
０７２（９６０）３８０７

犬 の 譲 渡 会

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

放射性物質検査を定期的に実施

食品の安全を確認

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年２月１５日（３）
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成
２５
年
度
市
・
府
民
税
の
申
告
と
平
成
２４

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
３
月
１５
日
�

ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
出
張
受
付
（
表
参
照
）
も
行
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

１
月
１６
日
に
皇
居
で
行
わ
れ

た
新
春
恒
例
の
宮
中
行
事
「
歌

会
始
の
儀
」に
、入
選
者
１０
人
の

１
人
と
し
て
西
日
本
か
ら
唯
一

出
席
し
た
明
浄
学
院
高
校
２
年

生
の
瀬
利
由
貴
乃
さ
ん
が
、
こ

の
ほ
ど
市
役
所
を
訪
れ
野
田
市

長
に
喜
び
を
報
告
し
ま
し
た
。

歌
会
始
の
儀
は
、
共
通

の
お
題
に
沿
っ
て
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
と
皇
族
方
の

作
品
の
ほ
か
、
毎
年
約
２

万
首
の
一
般
応
募
か
ら
入

選
し
た
１０
首
が
古
式
に
の

っ
と
っ
た
独
特
の
節
回
し

で
披
露
さ
れ
ま
す
。

瀬
利
さ
ん
は
、
東
大
阪

市
内
に
住
む
高
校
２
年
生

で
、
高
校
入
学
後
に
授
業

な
ど
で
和
歌
に
取
り
組
み
、

今
回
入
選
し
た
作
品
も
現

代
文
の
授
業
で
つ
く
っ
た

そ
う
で
す
。

今
回
の
お
題
は
「
立
」
で
、

瀬
利
さ
ん
は
金
環
日
食
の
朝
、

通
学
路
で
大
勢
の
人
々
が
立
ち

止
ま
っ
て
空
を
見
上
げ
る
情
景

を
あ
り
の
ま
ま
に
「
人
々
が
同

じ
時
間
に
立
ち
止
ま
り
空
を
見

上
げ
た
金
環
日
食
」
と
詠
み
ま

し
た
。

こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た

瀬
利
さ
ん
が
「
歌
会
始
の
儀
へ

の
出
席
は
人
生
で
一
番
緊
張
し

ま
し
た
が
、
来
年
も
応
募
し
て

入
選
し
た
い
で
す
」と
話
す
と
、

野
田
市
長
は
「
瀬
利
さ
ん
の
歌

を
聞
い
た
と
き
に
、
情
景
が
パ

ッ
と
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
将

来
、
今
回
の
経
験
な
ど
を
若
い

人
た
ち
に
伝
え
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
入
選
し
て
、
も
う
一
度
皇
居

に
行
き
た
い
と
話
す
瀬
利
さ
ん（
左
）

平
成
２５
年
度
の
市
・
府
民
税

の
申
告
は
、
３
月
１５
日
�
ま
で

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

原
則
土
・
日
曜
日
の
受
付
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
月
２３
日
�

午
前
９
時
〜
正
午
と
、
２４
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
３０

分
に
限
り
、
市
役
所
本
庁
舎
１

階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
表
（
右
下
）
の

と
お
り
出
張
受
付
も
行
い
ま
す
。

会
場
や
時
間
を
確
認
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
２１
年
度
か
ら
市

役
所
本
庁
舎
１
階
で
の
税
務
署

に
よ
る
確
定
申
告
の
出
張
受
付

は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
税
務

署
ま
た
は
税
務
署
の
出
張
受
付

会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合

平
成
２５
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
は
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

場
合
】

▽
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務

先
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な

い

▽
給
与
所
得
以
外
の
所
得

や
年
金
収
入
な
ど
が
あ
る

※
い
ず
れ
も
税
務
署
に
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
場
合
を

除
く
。

【
前
年
中
に
収
入
が
な
か
っ

た
場
合
（
扶
養
家
族
の
方
を
除

く
）】申告

の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
非
課
税
証
明
書
の
発
行
や

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な

ど
の
保
険
料
の
算
出
や
軽
減
の

基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２４
年
度

個
人
住
民
税
の
税
制
改
正

生
命
保
険
料
控
除
の
見
直
し

平
成
２４
年
１
月
１
日
以
後
に

締
結
し
た
保
険
契
約
か
ら
新
制

度
が
適
用
さ
れ
、
平
成
２３
年
１２

月
３１
日
以
前
に
締
結
し
た
保
険

契
約
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
命

保
険
料
控
除
制
度
（
旧
制
度
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
２３
年
１２
月
３１

日
以
前
に
締
結
し
た
契
約
で
あ

っ
て
も
平
成
２４
年
１
月
１
日
以

後
に
更
新
な
ど
を
行
っ
た
場
合

は
、
異
動
日
以
後
、
契
約
全
体

に
対
し
て
、
新
制
度
の
控
除
区

分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

新
た
に「
介
護
医
療

保
険
料
控
除
」を
設
置

こ
れ
ま
で
の
生
命
保
険
料
控

除
に
あ
っ
た
「
一
般
生
命
保
険

料
控
除
」
と
「
個
人
年
金
保
険

料
控
除
」
に
加
え
て
、
新
た
に

「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

生
命
保
険
料
控
除
の
計
算

新
契
約
の
「
一
般
生
命
保
険

料
控
除
」
と
「
個
人
年
金
保
険

料
控
除
」
の
適
用
限
度
額
が
そ

れ
ぞ
れ
２
万
８
０
０
０
円
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
設
さ

れ
る「
介
護
医
療
保
険
料
控
除
」

の
適
用
限
度
額
も
２
万
８
０
０

０
円
で
す
。
旧
契
約
の
み
の
適

用
限
度
額
は
３
万
５
０
０
０
円

の
ま
ま
で
す
。

な
お
、
生
命
保
険
料
控
除
の

合
算
限
度
額
は
７
万
円
の
ま
ま

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
契
約
の
異
動
日
に
よ
り
、

次
の
３
つ
の
計
算
方
法
が
あ
り

ま
す
。

【
平
成
２４
年
１
月
１
日
以
後

に
締
結
し
た
保
険
契
約
な
ど
に

か
か
る
控
除
（
新
契
約
）】

▽
一
般
生
命
保
険
料
控
除
額

の
上
限
�
２
万
８
０
０
０
円

▽
個
人
年
金
保
険
料
控
除
額

の
上
限
�
２
万
８
０
０
０
円

▽
介
護
医
療
保
険
料
控
除
額

の
上
限
�
２
万
８
０
０
０
円

※
そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
額
の
計

算
は
表
�
の
と
お
り
。

【
平
成
２３
年
１２
月
３１
日
以
前

に
締
結
し
た
保
険
契
約
な
ど
に

か
か
る
控
除
（
旧
契
約
）】

▽
一
般
生
命
保
険
料
控
除
額

の
上
限
�
３
万
５
０
０
０
円

▽
個
人
年
金
保
険
料
控
除
額

の
上
限
�
３
万
５
０
０
０
円

※
そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
額
の
計

算
は
表
�
の
と
お
り
。

【
新
旧
両
方
の
保
険
契
約
な

ど
に
か
か
る
控
除
】

新
契
約
と
旧
契
約
の
両
方
が

あ
る
場
合
、「
一
般
生
命
保
険
料

控
除
」
と
「
個
人
年
金
保
険
料

控
除
」
に
つ
い
て
は
、
控
除
ご

と
に
計
算
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
新
契
約
と
旧
契
約

の
両
方
で
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
の
適
用
限
度
額
は
２
万

８
０
０
０
円
で
す
。

な
お
、
申
告
の
際
に
は
控
除

証
明
書
が
必
要
で
す
。

公
的
年
金
等
受
給
者

申
告
手
続
き
を
簡
素
化

平
成
２３
年
分
以
降
の
所
得
税

に
お
い
て
、
公
的
年
金
等
の
収

入
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下
の

年
金
等
受
給
者
で
、
か
つ
そ
れ

以
外
の
所
得
金
額
が
２０
万
円
以

下
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が

不
要
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
医
療
費
控
除
な
ど

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
税

務
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
確
定
申
告
書
の
提
出

が
不
要
と
な
る
方
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
確
定
申
告
の
手
続
き

を
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
省
略

さ
れ
て
い
た
市
・
府
民
税
の
申

告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

市
民
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
５
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
９

所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分

で
１
年
間
の
所
得
金
額
と
そ
の

税
額
を
計
算
し
て
申
告
し
、
納

税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」
で

す
。
確
定
申
告
書
や
収
支
内
訳

書
、
決
算
書
な
ど
は
自
分
で
作

成
し
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申

告
と
納
税
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
税
務
署
窓
口
で
の
相
談
・

受
付
】

平
成
２４
年
分
所
得
税
確
定
申

告
の
相
談
と
申
告
書
の
受
付
は
、

２
月
１８
日
�
か
ら
３
月
１５
日
�

ま
で
で
す
。

原
則
土
・
日
曜
日
の
相
談
・

受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
月

２４
日
�
と
３
月
３
日
�
に
限
り

行
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
出
張
相
談
会
場
で
の
相
談

・
受
付
】

出
張
相
談
会
場
を
設
け
て
、

相
談
・
受
付
を
行
い
ま
す
。

◇
と
こ
ろ

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

大
阪
本
店
（
荒
本
北
１
）

◇
と
き

２
月
１８
日
�
〜
２６

日
�
・
２８
日
�
〜
３
月
６
日
�

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
▽
午

前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

▽

午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
続
税
、
贈
与
税
、
土
地

・
建
物
・
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
の
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利
用
を
】

申
告
書
の
作
成
に
は
、
電
子

申
告
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
が
便
利
で
す
。

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.e�
ta
x
.n
t

a
.g
o.jp�

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
電
子
申
告
利
用
特
典

▽

最
高
３
０
０
０
円
の
税
額
控
除

（
所
得
税
額
が
限
度
で
平
成
１９

年
分
か
ら
平
成
２３
年
分
ま
で
に

適
用
し
た
方
を
除
く
。
要
件
あ

り
）

▽
添
付
書
類
の
提
出
省

略
（
５
年
間
は
書
類
の
提
出
ま

た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
場
合

あ
り
）

▽
還
付
申
告
の
場
合
、

通
常
よ
り
も
早
く
還
付
処
理

【
消
費
税
の
申
告
と
納
税
の

期
限
】

消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
、

４
月
１
日
�
ま
で
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

【
納
税
は
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
で
】

税
務
署
ま
た
は
金
融
機
関
へ

預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
す
る
と
、
指
定
し
た
口
座
か

ら
自
動
引
落
し
し
ま
す
。

◇
振
替
納
付
日

▽
所
得
税

�
４
月
２２
日
�

▽
消
費
税
�

４
月
２４
日
�

公
的
年
金
等
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、

そ
れ
以
外
の
所
得
金
額
が
２０
万

円
以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
は
確
定

申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
東
大
阪
税

務
署

０
６（
６
７
２
４
）０
０

０
１
（
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」

を
選
択
）

こ
の
ほ
ど
、
縄
手
北
ふ
れ
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
縄
手
北
校

区
地
域
教
育
協
議
会
）
の
メ
ン

バ
ー
と
地
元
の
小
・
中
学
生
が

市
役
所
を
訪
れ
、
地
域
の
危
険

箇
所
な
ど
を
ま
と
め
た
「
縄
手

北
し
あ
わ
せ
マ
ッ
プ
」
の
完
成

を
野
田
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

縄
手
北
中
学
校
区
は
、
地
域

の
子
ど
も
た
ち
と
大
人
の
交
流

を
図
ろ
う
と
、
平
成
１３
年
か
ら

通
学
路
を
中
心
に
年
１
回
の
清

掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
、
清
掃
活
動
を
す
る
子

ど
も
た
ち
と
地
域
の
課
題
を
共

有
す
る
と
と
も
に
、
解
決
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う

と
、
清
掃
活
動
で
発
見
し
た
地

域
の
危
険
箇
所
な
ど
を
地
図
に

ま
と
め
ま
し
た
。マ
ッ
プ
に
は
、

「
保
育
園
の
横
の
歩
道
は
道
幅

が
狭
く
、
側
溝
に
ふ
た
が
な
い

の
で
危
険
」「
交
番
の
跡
地
が
深

夜
の
た
む
ろ
場
所
に
な
っ
て
い

る
」
な
ど
、
細
か
く
書
き
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
を
訪
れ
た
同
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
で
、
同
校

区
自
治
連
合
会
会
長
の
尾
上
末

次
さ
ん
が
「
避
難
ル
ー
ト
で
も

あ
る
通
学
路
を
中
心
に
地
域
の

課
題
を
探
す
こ
と
で
、
安
全
確

保
に
有
益
な
地
図
に
な
り
ま
し

た
」
と
報
告
す
る
と
、
野
田
市

長
は
「
地
域
を
よ
く
観
察
し
て

作
ら
れ
た
地
図
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
に
な
る

よ
う
に
こ
の
マ
ッ
プ
を
参
考
に

し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

今
後
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
地
域

内
の
学
校
園
な
ど
に
配
布
し
、

広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

マップ作りに取り組む中で気づい
たことを市長に話す子どもたち

６５
歳
以
上
で
要
支
援
・
要

介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る

方
と
そ
の
扶
養
者
は
、
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く
て

も
、
所
得
税
や
住
民
税
の
確

定
申
告
で
障
害
者
控
除
の
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い
高

齢
者
が
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
取
得
し
、
手

続
き
を
す
る
こ
と
で
、
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て

い
る
方
と
同
等
の
控
除
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。な

お
、
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
方
や
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
申
請
不
要
で

す
。◇

障
害
者
控
除
の
対
象

▽
障
害
者
�
軽
度
・
中
度
の

知
的
障
害
者
ま
た
は
３
級
〜

６
級
の
身
体
障
害
者
と
同
程

度

▽
特
別
障
害
者
�
重
度

の
知
的
障
害
者
ま
た
は
１
級

・
２
級
の
身
体
障
害
者
と
同

程
度◇

申
込
み
・
問
合
せ
先

▽
東
福
祉
事
務
所

０
７
２

（
９
８
８
）
６
６
１
７
、
�

０
７
２（
９
８
８
）６
６
２
０

▽
中
福
祉
事
務
所

０
７
２

（
９
６
０
）
９
２
７
５
、
�

０
７
２（
９
６
４
）７
１
１
０

▽
西
福
祉
事
務
所

０
６

（
６
７
８
４
）
７
９
８
１
、

�
０
６
（
６
７
８
４
）
７
６

７
７◇

問
合
せ
先

高
齢
介
護

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

８
５
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
４
８

原
動
機
付
自
転
車
・
軽
自

動
車
な
ど
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
廃

車
・
売
却
・
譲
渡
す
る
と
き

や
盗
難
に
遭
っ
た
と
き
は
、

手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
に

す
る
と
、
車
両
が
な
く
て
も

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

引
き
続
き
軽
自
動
車
税
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

必
ず
４
月
１
日
�
ま
で
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

３
月
下
旬
は
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。手

続
き
の
場
所
は
車
両
の

種
類
に
よ
り
異
な
り
、
次
の

と
お
り
で
す
。
な
お
、
課
税

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
原
付（
１
２
５
	
以
下
）

お
よ
び
小
型
特
殊
車
�
税
制

課
軽
自
動
車
税
係

▽
１
２

５
	
を
超
え
る
二
輪
車
�
大

阪
運
輸
支
局

０
５
０（
５
５

４
０
）２
０
５
８

▽
軽
自
動

車
�
軽
自
動
車
検
査
協
会
高

槻
支
所

０
７
２（
６
６
１
）

５
８
７
７

※
税
制
課
で
の
手
続
き
の

際
は
、
所
有
者
の
印
鑑
、
免

許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
原
動

機
付
自
転
車
申
告
済
証
（
原

付
の
売
却
・
譲
渡
の
場
合
）

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
他

の
手
続
き
の
場
合
は
、
各
機

関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

税
制
課
軽

自
動
車
税
係

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
３
４
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
１
０

市
税
の
確
保
と
納
税
の
公

平
性
を
図
る
た
め
、
ヤ
フ
ー



が
提
供
す
る
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
上
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。◇

公
売
物
件

絵
画
、
装

飾
品
な
ど

◇
公
売
方
法

せ
り
売
り

方
式◇

申
込
期
間

２
月
１３
日

�
午
後
１
時
〜
２６
日
�
午
後

１１
時◇

入
札
期
間

３
月
５
日

�
午
後
１
時
〜
７
日
�
午
後

１１
時◇

買
受
代
金
納
付
期
限

３
月
１５
日
�
午
後
２
時
３０
分

【
下
見
会
】

公
売
財
産
の
下
見
会
を
行

い
ま
す
。

◇
と
き

２
月
１８
日
�
午

後
２
時
〜
４
時

◇
と
こ
ろ

夢
広
場
（
布

施
駅
前
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
３
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

の
期
限
を
３
月
末
に
迎
え
る

の
を
前
に
、
こ
の
ほ
ど
野
田

市
長
と
東
大
阪
商
工
会
議
所

の
平
本
善
憲
専
務
理
事
が
市

内
金
融
機
関
を
訪
問
し
、
中

小
企
業
へ
の
円
滑
な
資
金
供

給
な
ど
を
申
し
入
れ
ま
し
た

（
写
真
左
）。

こ
の
日
、
金
融
機
関
を
訪

問
し
た
野
田
市
長
は
、
貸
付

条
件
の
変
更
や
債
務
の
弁
済

に
か
か
る
負
担
軽
減
な
ど
市

内
中
小
企
業
へ
の
円
滑
な
資

金
供
給
と
、
経
営
相
談
な
ど

の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能

の
継
続
を
要
請
。「
市
内
中
小

企
業
の
こ
れ
か
ら
が
ん
ば
ろ

う
と
い
う
機
運
を
守
っ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
思
い
を
伝

え
る
と
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
の
真
屋
順
一
東
大
阪
支
店

長
は
「
法
の
趣
旨
を
し
っ
か

り
と
引
き
継
い
で
、
個
別
の

案
件
ご
と
に
丁
寧
に
対
応
し

た
い
」と
応
え
て
い
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
第
４
期
分
の
納
期
限
は
２

月
２８
日
�
で
す
。
納
期
限
ま

で
に
市
税
取
扱
金
融
機
関
、

郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付
書

に
限
る
）
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。ま

た
、
口
座
振
替
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
付
書
を
紛
失
し

た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す
の

で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

納
税
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
４
８
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

０
８

茂
木
経
産
大
臣
が

市
内
企
業
を
視
察

こ
の
ほ
ど
、
関
西
を
訪
れ

て
い
た
茂
木
敏
充
経
済
産
業

大
臣
が
、
市
内
企
業
の
ハ
ー

ド
ロ
ッ
ク
工
業
株
式
会
社（
川

俣
１
）を
視
察
し
ま
し
た（
写

真
下
）。

若
林
克
彦
社
長
と
野
田
市

長
に
迎
え
ら
れ
た
茂
木
大
臣

は
、
同
社
の
代
表
的
な
製
品

で
あ
る
緩
ま
な
い
ナ
ッ
ト
の

説
明
を
受
け
、「
関
西
の
技
術

力
を
改
め
て
実
感
。
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
解
決
へ
向
け
、
努

力
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

表� 平成２４年１月１日以後に締結した保険契約などに
かかる控除（新契約）

控 除 額

支払保険料等の金額

支払保険料等×１�２＋６，０００円
支払保険料等×１�４＋１４，０００円
２８，０００円（上限）

表� 平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約などに
かかる控除（旧契約）

控 除 額

支払保険料等の金額

支払保険料等×１�２＋７，５００円
支払保険料等×１�４＋１７，５００円
３５，０００円（上限）

年間の支払保険料額

１２，０００円以下

１２，０００円超３２，０００円以下

３２，０００円超５６，０００円以下

５６，０００円超

年間の支払保険料額

１５，０００円以下

１５，０００円超４０，０００円以下

４０，０００円超７０，０００円以下

７０，０００円超

市・府民税の申告
と き

午前９時～
午後５時３０分

午前９時～正午

午前９時３０分～

午後４時３０分

■問合せ先 市民税課 ０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
※税務署の確定申告は受付できません。
※市民プラザでの午前中の受付は、たいへん混雑して長時間お待たせすることが
あります。なお、所定日以外は市民税課職員が出張していないため、申告相談
などができませんのでご注意ください。
※車での来場はご遠慮ください。

２月１８日�～３月１５日�
（土・日曜日を除く）

２月２３日�
２月２４日�
２月１９日�
２月２０日�
２月１２日�、２１日�、
２２日�、３月１２日�

２月８日�、２７日�、
３月１４日�
２月２６日�
２月１４日�、３月５日�
２月１３日�、３月６日�

と こ ろ

市役所本庁舎１階多目的ホー
ル
※税務署の出張受付は平成２１年度
から廃止されています。

ももの広場（楠根）

ゆうゆうプラザ（日下）

夢広場（布施駅前）

やまなみプラザ（四条）

グリーンパル（中鴻池）

くすのきプラザ（若江岩田駅前）

はすの広場（近江堂）

市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

所得税の申告
と き

午前９時３０分
～１１時３０分、
午後１時～
３時３０分

■問合せ先 東大阪税務署 ０６（６７２４）０００１（音声案内に従い「２」を選択）

※公的年金等を受給されている方とは、公的年金等の収入が４００万円以下で、それ
以外の所得金額が２０万円以下であれば、所得税の確定申告は不要ですが、還付
を受けるための申告をしたい方です。
※混雑時は早めに受付を終了する場合があります。
※相続税、贈与税などの譲渡所得の相談は行っていません。

２月１８日�～２６日�、
２８日�～３月６日�
（土・日曜日を除く）

２月５日�～７日�

２月６日�～８日�

２月１３日�～１５日�

と こ ろ

ＪＡグリーン大阪本店
（荒本北１）

ゆうゆうプラザ（日下）

市民ふれあいホール
（鳥居町）

グリーンパル（中鴻池）

対 象
所得税の
確定申告が
必要な方

公的年金等
を受給され
ている方

確定申告前に申請を

障害者控除対象者認定書

市市・・府府民民税税
のの申申告告

平成２５年度市・府民税と平成２４年分の所得税

手
続
き
は
４
月
１
日
ま
で
に

原
付
自
転
車
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車

納期限は２月２８日

固定資産税・
都市計画税第４期分

所所得得税税のの
申申告告・・納納付付

市税の確保と納税の公平性を図る

インターネット公売

わだい

市
長
が
金
融
機
関
へ
申
入
れ

金
環
日
食
の
感
動
を
歌
に

中
小
企
業
に
円
滑
な
資
金
供
給
を

縄手北ふれあいネットワークメンバーと

子どもたちが市長表敬

う
た

か
い

は
じ
め

「
歌
会
始
の
儀
」
入
選
の
喜
び
を
市
長
に
報
告

地域の安全マップを作成

（４）平成２５年２月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年２月１５日（５）

http://www.e-tax.nta.go.jp
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定員がある催しもあります。料金表示の

ないものは無料。くわしくは問合せ先へ。

鴻池子育て支援センター

【お出かけ講座～赤ちゃんと遊ぼ
う】
�時３月１日�午前１０時～１１時３０分
�所グリーンパル（中鴻池） �対未歩
行の０歳児とその保護者 �定２０組（申
込先着順） �申２月２２日�午後１時
３０分から電話で

【楽器でチャチャチャ】
�時３月８日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の就園前幼児とその保護
者 �定２０組（申込先着順） �申２月
２６日�午後１時３０分から電話で
【アンパンマンのバスを作ろう】
牛乳パックでおもちゃのバスを作

ります。 �時３月１５日�午前１０時～
１１時３０分 �対２歳～３歳の幼児とそ
の保護者 �定１０組（申込先着順）
�料５０円 �持１�の牛乳パック１個、
ペットボトルのふた２個 �申３月１
日�午後１時３０分から電話で

◇ ◇

�申�問鴻池子育て支援センター ０６

（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

長瀬子育て支援センター

【手作りコーナー遊び】
�時２月２５日�午前１０時～１１時３０分
�所夢広場（布施駅前） �対就学前乳
幼児とその保護者 �定３０組（申込先
着順） �申２月１５日�午後１時から
電話で

【お出かけ赤ちゃん広場】
�時３月１日�午前１０時３０分～１１時

３０分 �所森河内公民分館 �対未歩行
の０歳児とその保護者 ※申込不要。

【ママと楽しむ絵本タイム】
�時３月４日�午後２時～３時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 ※

申込不要。

【プチ・スプリングコンサート】
�時３月５日�午前１１時～１１時４０分
�対就学前乳幼児とその保護者 ※申

込不要。

【白玉団子 deおやつタイム】
�時３月５日�午後２時～３時 �対

２歳以上の幼児とその保護者 �定１２
組（申込先着順） ※材料費が必要。

�申２月２５日�午後１時から電話で
【お楽しみ会】
親子で遊んだあと、グループ交流

をします。 �時３月８日�午前１０時
～１１時３０分 �対平成２５年４月１日現
在で３歳以上になる幼児とその保護

者 �定４０組（申込先着順） �申２月２７
日�午後１時から電話または直接

◇ ◇

�申�問長瀬子育て支援センター ０６

（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

あ さ ひ っ こ

【車を作って遊ぼ�】
�時２月２７日�午前１０時～１１時 �対
１歳以上の乳幼児とその保護者 �定
１２組（申込先着順） �申２月１９日�
午前１０時から電話で

【好きな食べ物や動物のミニ絵本
を作ろう�】
�時３月６日�午前１０時～１１時 �対

１歳以上の乳幼児とその保護者 �定
１２組（申込先着順） �申２月２６日�
午前１０時から電話で

◇ ◇

�申�問あさひっこ（旭町子育て支援
センター） ０７２（９８０）８８７１、�０７２
（９８５）１０５５

荒本子育て支援センター

【簡単�アンパンマンのスクラッ
プブッキング】
�時２月２７日�午前１０時～１１時３０分
�対１歳６か月以上の乳幼児とその保
護者 �定２５組（申込先着順） �申２
月１５日�午前１０時から電話で
【かけっこヨーイどん＆アンパン

マン体操】
�時３月４日�午前１０時～１１時３０分

�所ももの広場（楠根） �対就学前乳
幼児とその保護者 �申２月２０日�午
後１時から電話で

【手形をとろう】
�時３月４日�午後１時３０分～２時

３０分 �対１歳６か月～２歳未満の乳

児とその保護者 �定２５組（申込先着
順） �申２月２０日�午後３時から電
話で

【ベビーマッサージ】
�時３月８日�午後１時３０分～２時

３０分 �対３か月～１歳未満の乳児と
その保護者 �定２５組（申込先着順）
�申２月２５日�午後１時から電話で
【親子体操でリフレッシュ】
�時３月１３日�午前１０時～１１時３０分
�対２歳以上の幼児とその保護者 �定
２０組（申込先着順） �申２月２７日�
午後３時から電話で

【よちよちタイム】
�時３月１日�午後１時３０分～３時

３０分、８日�・１５日�午前９時３０分
～１１時３０分 �対よちよち歩きの１歳
児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

�申�問荒本子育て支援センター ０６

（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

子育てのつどい

【親子で楽しく遊ぼう】
�時３月４日�午前１０時～１１時 �所
豊浦公民分館 �対３歳以下の就園前
乳幼児とその保護者 �定３０組（申込
先着順） �申２月１５日�から電話で
�申�問鳥居保育所 ０７２（９８５）９２９４、

�０７２（９８５）６０６８
【親子で音楽を楽しもう】
�時３月６日�午前１０時～１１時１５分
�所くすのきプラザ（若江岩田駅前）
�対就学前乳幼児とその保護者 �定４０
組（申込先着順） �申２月１５日�か
ら電話で

�申�問岩田保育所 ０７２（９６２）８６００、

�０７２（９６２）８６４７

つどいの広場２か所を新設
「みんなのあ・ん」
「ほんわかルーム」

市では、３歳以下の乳幼児とその

保護者が気軽に集まって遊んだり、

友達を作ったりできる施設「つどいの

広場」を市内に１３か所設けています

（市ウェブサイトに掲載）。

このほど新たに「みんなのあ・ん」

「ほんわかルーム」の２か所を開設し

ました。いずれも利用時間は月曜日

～金曜日の午前１０時～午後３時です。

子育てに関する情報交換や相談にも

応じていますので、ぜひご利用くだ

さい（子どもを預けることは不可）。

�所�問�みんなのあ・ん（四条町１１
―１４） ０７２（９８４）２８４１（�兼用）
�ほんわかルーム（長堂１―２０―１２）
０６（４３０７）４８２０（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

ドリーム２１子ども文化劇場

劇団かかし座による影絵劇「三びき

のこぶた」を公演します。 �時３月２３
日�午前１１時１５分～正午 �定１８９人
�料事前予約４００円、当日５００円（４歳以
上） ※３歳以下でも座席が必要な場

合は有料。ドリーム２１で予約受付中（電

話予約も可）。

�所�問ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�
０７２（９６２）０８１０

グラウンドゴルフ大会

�時４月３日�午前８時３０分から �所
吉田春日グラウンド �対市グラウンド
ゴルフ協会に登録していない市内在住

・在勤（いずれか）の方 �定６０人（申
込先着順） �料３００円 �申３月６日�午
前１０時～１１時４０分に市民会館３会議室

へ直接

�問�市グラウンドゴルフ協会「金光」
０７２（９８７）１８３４ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

地域交流イベント
紙飛行機作りとボッチャ体験

障害者スポーツのボッチャや紙飛行

機作りなどをいっしょに楽しみません

か。 �時３月１０日�午後１時３０分～４
時３０分 �所東大阪アリーナ �対市内在
住の方 �定４０人（障害者を優先して抽
選） �持上履き �申２月２８日	までに
電話またはファクスで（直接も可）

�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

やまなみうたごえ広場

�時２月２３日�午後２時～３時３０分
�対市内在住・在勤・在学（いずれか）
の方 �定４０人（抽選） �料２００円 �持
飲み物 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、年齢、電話番号を書いて２月１９

日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９―８０５４南四条町１―７ やま

なみプラザ（四条） ０７２（９８８）３１０７

（�兼用）

農業委員会委員
選挙人名簿の縦覧

今年１月１日現在の農業委員会委員

選挙人名簿を見ることができます。

�時２月２３日�～３月９日�午前８時３０
分～午後５時

�所�問選挙管理委員会事務局 ０６（４３０９）

３２８７、�０６（４３０９）３８４９

税に関する相談
�時２月２２日�午前９時３０分～午後４時�所

�申�問東大阪税理士会館（永和２）０６（６７２５）
７７０８

おはなしどんどこライブ
�時３月１０日�午前１０時～１１時５０分�所もも
の広場（楠根）�対幼児～�内絵本の語りと民
族楽器の演奏�問ピノキオ絵本で遊ぼう会０９０
（８７５９）９２１１

たきぎ

枚岡薪能
�時９月２８日�午後５時３０分～�所枚岡神社

※実行委員も募集（応募はファクスのみ）

�問枚岡薪能実行委員会事務局０７２（９８１）４１７７、
�０７２（９８２）８１７６

認知症セミナー
�時２月２３日�午後２時～３時３０分�所プリ
ズムホール（八尾市文化会館）�問大阪老健
協会中河内ブロック「濱川」０６（６７２１）１２１４

近畿大学英語村の一般開放
�時２月１５日�～３月２７日�午前１０時～午
後４時（３月８日、土・日を除く）�対高校
生以上の方�内英語でフリートークなど�所�問
近畿大学英語村イーキューブ０６（６７２１）２３３２

研修会～アルコール問題と自死予防
�時２月１７日�・３月１７日�午前９時３０分
～１１時�所市民会館会議室�問東大阪断酒会「長
谷川」０６（６７２４）７７８６

講演～精神障害をもった人とともに歩む家族
�時３月９日�午後２時～４時３０分�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�申�問東大
阪さつき会０６（６７３０）２９１０（�兼用）

講演～権利擁護支援と成年後見制度の
現状とこれから

�時３月８日�午後１時３０分～４時�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�申�問ＮＰ
Ｏ法人東大阪成年後見支援センター０７２（９８３）

７６９０、�０７２（９８３）７６９１
Webクリエイター講座

�時３月１４日	・４月１１日	・５月９日	
・６月１３日	午後６時～８時�料各３，０００円
�所�申�問ＮＰＯ法人ＩＴブレーン東大阪（小
阪１）０６（６６１８）６９００、�oubo@it�osak
a.jp

つどいの広場 新設しました

※車での来場はご遠慮ください。�所の記載のない催しは、
各子育て支援センターで開催。

子育て支援センター＆

子育てのつどいの催し

（６）平成２５年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り

mailto:oubo@it-osaka.jp
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宅 建 相 談

�時２月２６日�午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関すること
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

多重債務（借金問題）
法 律 相 談

借金の返済や多重債務などの相談に

弁護士が応じます。

�時２月２６日�午後１時～４時 �対市
内在住の方 �定６人（申込先着順）
�所�申�問消費生活センター ０７２（９６５）

６００２、�０７２（９６２）９３８５

なるかわスプリングキャンプ

自然にふれながら野外活動や共同生

活を通じて「生きる力」を養います。

�時３月２７日�～２９日�（２泊３日）
�対小学生 �定３０人（申込先着順） �内
アウトドアクッキング、ナイトプログ

ラム、自然クラフト、バンガロー宿泊

など �料１万５，０００円 �申２月１５日�か
ら電話で ※申込後に資料を送付。

�所�申�問自由の森なるかわ（野外活動
センター） ０７２（９８６）１５５１、�０７２
（９８６）１５５０

若者の就職を応援�

【就職につなげよう～パソコン基礎
講座】

�時２月１９日�～２１日�午前１０時～午
後５時（計３日間） �対１５歳～３９歳の
求職中の方 �定８人（申込先着順）
�内ホームページの作成 �申２月１８日�
までに電話で

【本気の就職～４Days Group w
ork】
�時２月２５日�・３月１日�・４日�
・８日�午後１時～５時３０分（計４日
間） �対全日程参加できる１５歳～３９歳
の求職中の方 �定８人（申込先着順）
�内就職市場の理解、自己ＰＲや志望動
機の準備と面接練習 �講キャリアカウ
ンセラーの松永香苗さん �申２月１５日
�から電話で

◇ ◇

�所�申�問東大阪若者サポートステーシ
ョン（高井田元町２）０６（６７８７）２００８、

�０６（６７８７）２０１８
�問労働雇用政策室 ０６（４３０９）３１７８、

�０６（４３０９）３８４６

初めての方でもできる
バスケットエクササイズとバスケット

バスケットとフィットネスを融合し

たバスケットエクササイズと個人参加

型バスケットを開催します。 �時２月
１５日��エクササイズ�午後６時～７
時 �個人参加型�午後７時～８時３０
分 �定各６０人（申込先着順） �料各５００
円（両方参加は８００円） ※くわしくは

東大阪アリーナホームページ（http��
�www.hos�arena.com�）をご覧くださ
い。

�所�申�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

機器利用講習会
産業技術支援センター

市内製造業の技術・製品の開発や試

験、評価を支援するため、�ＪＫＡか
ら補助金を受けて導入した機器の利用

講習会を開催します。 �時�内�２月２６日
��超微小押込み硬さ試験機 �３月
６日��表面粗さ・輪郭形状測定機
☆いずれも午後１時３０分～４時 �定各
３０人（申込先着順） �申講習会名、会社
名、所属、氏名、電話・ファクス番号

を書いて２月２５日�までにファクスで
�所�申�問産業技術支援センター ０６

（６７８５）３３２５、�０６（６７８５）３３６３
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

ファミリー・サポート・センター
子育て援助・依頼会員養成講座

�時３月１日�午後１時～４時３０分
�所鴻池子育て支援センター �対�援助
会員�自宅での保育や保育施設への送
迎ができる心身ともに健康な２０歳～７０

歳の市内または近隣市在住の方 �依
頼会員�１０歳以下の子どもがいる保護
者（６か月までの新生児は自宅への訪

問保育補助も可能） �定１０人（申込先
着順） �内事業概要の説明、現在の子
育て環境と求められる支援など �持筆
記用具 ※当日登録希望者は２．５	×３
	の写真２枚、印鑑、自宅周辺地図Ａ
４サイズ１枚も。 �申ハガキに講座名、
会員種別、住所、氏名、年齢、電話番

号を書いて２月２８日�午後５時（必着）
までに郵送（電話またはファクス、Ｅ

メール、直接も可）

�申�問〒５７７―００５４高井田元町１―２―１３ 総

合福祉センター内ファミリー・サポー

ト・センター ０６（６７８５）２６２５、�０６
（６７８９）５６１１、�famisapo@heartne
t�hoshakyo.org

歴 史 講 演 会

河内地方では、河内寺廃寺など朝鮮

半島との結びつきの強い遺跡や遺物が

たくさん発見されています。古代朝鮮

半島と河内地方との関係を遺跡や遺物

を通して、わかりやすく解説します。

�時３月３日
午後１時３０分～３時３０
分 �定９０人（当日先着順） �講大東市
歴史民俗資料館の笠井敏光さん

�所�問発掘ふれあい館（埋蔵文化財セン
ター）０７２（９８３）２３４０、�０７２（９８２）９４１１

市では、新技術・新製品に関する

知的財産の保護と権利化を促進し、

競争力の強化と事業活動の振興を図

るため、特許法（昭和３４年４月１３日

法律第１２１号）に規定されている特許

権の国内取得にかかる費用を補助し

ます。ぜひ、ご活用ください。

【補助対象者】
市内に所在地または主たる工場が

あり、申請時を起点に過去１年以上

製造業を営み、市税を滞納していな

い中小企業者が対象です。

【補助対象事業・経費】
補助対象者が特許出願人で、出願

審査請求に直接必要となる経費（出

願審査請求料、弁理士の手続代行費

用）の一部を補助します。ただし、

補助対象者が初めて行う出願審査請

求で、平成２４年４月１日以降に出願

審査請求したもののうち、補助対象

年度末日までに支払いが完了したも

のに限ります。また、国・府その他

公益団体の助成制度で、この要綱に

基づく補助制度に相当するものの適

用を受けた事業は、その補助金額を

除いた額が補助対象経費となります。

なお、出願審査請求を取下げまた

は放棄した場合は、この要綱による

補助対象となりません。

【補助率・限度額】
補助率は、補助対象経費の２分の

１以内です。

１０万円を限度に、予算の範囲内で

交付（千円未満切捨て）します。

【申込方法】
申請書に必要事項を書き、必要書

類を添えて３月８日�（消印有効）
までに郵送（直接も可）。 ※申請書

は市ウェブサイトからダウンロード

可。モノづくり支援室でも配布。

◇ ◇

�申�問〒５７７―８５２１市役所モノづくり支
援室 ０６（４３０９）３１７７、�０６（４３０９）
３８４６

平成２５年度の市民交通災害・火災

共済の予約を２月１５日�から３月２９
日�まで受け付けます。
万一の災難に備え、加入しましょ

う。

交通災害共済

掛金 １人につき６００円（１年分）

で、１人１口に限る 見舞金などが
支払われる事故 国内で自動車やモ

ーターバイク、自転車などに乗って

いて起きた事故や歩いていてこれら

の車両にはねられたり、ひかれたり

したとき（身体障害者用車いすによ

る事故も含む） ※航空機、船舶な

どによる事故や国外での事故は対象

になりません。 見舞金など �死亡

による見舞金�世帯主２００万円、世帯
主以外（単身世帯を含む）１５０万円 �
入院・通院日数に応じた見舞金�１
万円～２０万円 �入院付加金�１０日
以上の入院に限り１万円～３万円

※期間内に市外へ転出した場合でも

引き続き資格があります。

火 災 共 済

掛金 １世帯１口６００円（１年分）

で、３口まで可 見舞金などが支払
われる火災など 加入者が住んでい

る建物で火災、落雷、ガス爆発など

による被害に遭ったとき ※工場、

倉庫、店舗などや建物に付属する門、

車庫、湯沸器などの器具の単独被害

は含みません。 見舞金など（１口当

たり） �被害に応じた見舞金�２万
円～１５０万円 �死亡弔慰金�１人１００
万円 ※期間内に市外へ転出した場

合は資格がなくなります。

◇ ◇

�対市内に居住し、住民登録をして
いる方 �申今号の市政だよりと同時
配布している加入申込書に必要事項

を書いて、次のところで申し込んで

ください。なお、受付場所にも申込

書はあります。 �市内金融機関（ゆ
うちょ銀行および郵便局を除く）は、

２月１５日�から３月２９日�まで受付
�行政サービスセンターと市役所本
庁舎５階市民総務室は、常時受付（就

学援助の認定を受けている世帯は申

し出を）。市民総務室では２月２３日�
・３月２３日�午前９時～正午も受付
※生活保護受給者は、３月末ごろに

福祉事務所が発送する書類に同封し

てお知らせします。

�問市民総務室 ０６（４３０９）３１５８、�
０６（４３０９）３８１２

市民交通災害・火災共済

２月１５日から受付開始

一年間の大きな安心�

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

国内取得の費用を補助
特許取得を支援

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２５年２月１５日（７）

http://www.hos-arena.com/
mailto:famisapo@heartnet-hoshakyo.org
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ケアアシスタントの登録者

医療的ケアが

必要な子どもを

支援するケアア

シスタント（医

療介助員）とし

て、市立小・中

学校で勤務でき

る登録者を募集

します。くわし

くはお問合せください。 勤務時間
午前８時３０分～午後３時１５分 �対看護
師免許を取得している方

�申�問学校教育推進室 ０６（４３０９）３２６９、

�０６（４３０９）３８３８

子育て支援センター保育士

子育て支援に関わる保育士（非常勤

嘱託）を募集します。 �対保育士の資格
があり、公立・私立保育所（園）で１年

以上保育経験のある６０歳未満の方 �定
若干名 勤務地 市立子育て支援セン

ター 勤務条件 月額２０万円、通勤手

当別途支給、各種社会保険完備 �申２
月２２日�までに電話で
�申�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

枚岡公園ボランティア

園内で樹木管理、花壇の手入れ、清

掃活動、園内の案内、イベント開催な

どを行うボランティアを募集します。

�定２０人（申込先着順） �申２月１５日�
から電話で ※講習会（３月１７日�午
前１０時３０分～午後３時３０分）を受講し

ていただきます。

�申�問枚岡公園管理事務所 ０７２（９８１）

２５１６、�０７２（９８２）８７２５
�問商業課 ０６（４３０９）３１７６、�０６（４３０９）

３８４６

生活保護関係嘱託職員

医療扶助適正化推進員と面接相談員、

中国残留邦人等生活支援相談員を募集

します。 試験日 ２月２４日� �申応
募用紙に必要事項を書いて２月２０日�
までに直接（郵送は１８日�〈消印有効〉
まで） ※応募資格や要項など、くわ

しくは市ウェブサイトをご覧ください。

�申�問〒５７７―８５２１市役所生活福祉室 ０６

（４３０９）３１８２、�０６（４３０９）３８１５

校務員（非常勤）の登録者

４月１日以降に市立学校園の環境整

備業務などに従事する校務員（非常勤）

の登録者を募集します。くわしくはお

問合せください。

�申�問教育総務部総務課 ０６（４３０９）

３２６６、�０６（４３０９）３８３７

子育て支援相談員

家庭児童相談業務を行う子育て支援

相談員（非常勤嘱託）を募集します。

�対昭和２３年４月２日以降生まれで、社
会福祉士または社会福祉主事の資格が

ある方 �定若干名 勤務条件 月額２０

万円、通勤手当別途支給、各種社会保

険完備 �申２月２８日�までに電話で
�申�問子ども見守り課 ０６（４３０９）３１９７、

�０６（４３０９）３８１７

アルバイト・パート保育士

市立保育所で働くアルバイト・パー

ト保育士の登録者を募集します。

�対保育士の資格がある方 勤務時間
�アルバイト�原則午前８時４５分～午
後５時１５分 �パート�朝または夕方
の２時間程度 雇用期間 ４月１日～

来年３月３１日（短期間もあり） �申履
歴書（写真貼付）に必要事項を書き、

保育士証の写しを添えて直接

�申�問保育課 ０６（４３０９）３１９６、�０６
（４３０９）３８１７

学 校 支 援
ボランティアとコーディネーター

演奏会や読み聞かせ、花壇の整備な

ど、得意な分野で学校を支援するボラ

ンティアと、学校とボランティアをつな

ぐコーディネーターを募集しています。

�申�問府立東大阪支援学校 ０７２（９８４）

８１４１、�０７２（９８４）９６０６

児童発達支援事業に関する調査員

児童発達支援事業に関する調査員（非

常勤嘱託）を募集します。 �対昭和２３年
４月２日以降生まれで、次のいずれか

に該当する方 �社会福祉士・介護福
祉士・介護支援専門員・保健師・看護

師・精神保健福祉士（いずれか）の資

格がある �ホームヘルパー養成研修
２級課程を修了している �大学また
は大学院で社会福祉学を専攻した �定
若干名 勤務地 市役所本庁舎 勤務
条件 月額２０万円、通勤手当別途支給、

各種社会保険完備 �申２月２２日�まで
に電話で

�申�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

八戸の里老人センター
趣味クラブ新規会員

市内在住の６０歳以上の方を対象に趣

味クラブ会員を募集します。活動期間

は４月から平成２７年３月までです。

�内詩吟、民謡、書道、社交ダンス、茶
道、俳句、園芸、切り絵、華道、手芸、

カラオケ、ゲートボールなど �申３月
４日�～８日�の午前９時３０分～午後
３時３０分に本人が直接

�申�問八戸の里老人センター ０６（６７２４）

６２２０、�０６（６７２４）６７３８

学校給食短期パート
調理員・配膳員の登録者

勤務時間・�内�調理員�午前８時３０
分～午後３時１５分（６時間勤務）、市立

小学校などでの学校給食調理補助 �
配膳員�午前１０時３０分～午後２時３０分
（４時間勤務）、市立小学校へ配送され

る給食を学年・クラス別に仕分ける作業

雇用期間 来年３月３１日まで �申履歴
書（写真貼付）に必要事項を書いて郵送

�問�申〒５７７―８５２１市役所学校給食課 ０６

（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

一人ひとりの人権が大切にされる

社会をめざして「あらもと愛�ふれ
あい２１」を開催します。

２歳で全盲となるも、トライアス

ロン完走やキリマンジャロ山の登頂

成功など、さまざまな挑戦を行って

いる立木早絵さん（写真左）がピアノ

で弾き語りをします。また、著書「佐

賀のがばいばあち

ゃん」でおなじみ

の島田洋七さん

（写真右）による

講演「がばいばあ

ちゃんから教えて

もらった大切なも

の」を行います。

※手話通訳あり。

�時３月１０日�午後
２時～４時３０分（開

場は午後１時３０分）

�対市内在住・在勤
・在学（いずれか）

の方 �定４００人（抽選） �申往復ハガ
キに行事名、住所・氏名（返信用に

も）、年齢、電話番号、参加人数（２

人まで）、車いすの有無を書いて２月

２５日�（消印有効）までに郵送
�所�申�問〒５７７―００２３荒本２―６―１ 荒本

人権文化センター ０６（６７８８）７４２４、

�０６（６７８８）２４５６

【シニアピアノ教室】
�時４月～来年３月の第１・２・４
月曜日午前９時～正午（８月と１月

を除く計３０日間） �対市内在住・在
勤（いずれか）の５０歳以上の初心者

�定１５人（抽選） �料月２，０００円 ※別

途、教材費１，０００円が必要。

【初級・中級中国語講座】
�時４月～来年３月の第２・４土曜
日�初級�午後１時３０分～３時 �
中級�午後３時１５分～４時４５分 ※

いずれも計２４日間。 �対市内在住・
在勤（いずれか）の方 �定各３０人（抽
選） �料月１，０００円（当初に６か月
分）

【ウクレレ教室】
�時４月～来年３月の第１・３金曜

日�午前１０時～１０時４０分 �午前１１
時～１１時４０分 ※いずれも計２４日間。

�対市内在住・在勤（いずれか）の初心
者 �定１２人（抽選） �料月１，０００円
（当初に６か月分） �持ウクレレ
【男の料理教室】
�時４月～来年３月の第１日曜日午

後１時～４時（８月と１月を除く計

１０日間） �対市内在住・在勤（いず
れか）の男性 �定１５人（抽選） �料
月５００円（当初に５か月分） ※別途、

教材費が必要。 �持エプロン、三角
巾、ふきん、タオル、筆記用具

【郷土の歴史教室】
�時４月～来年３月の第２・４火曜日
午後７時～９時（１２月の第４・１月の

第２火曜日と８月を除く計２０日間）

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定４０人（抽選） �料月１，０００円（当初
に６か月分）

【踊り～越中おわら節教室】
�時４月～９月の第３木曜日午後７

時～９時（計６日間） �対市内在住
・在勤（いずれか）の方 �定３０人（抽
選） �料月５００円
【stone’sアートリュミエール】
カラーフィルムでステンドグラス

風の作品を作ります。 �時４月～９月
の第３土曜日午後１時～３時（計６日

間） �対市内在住・在勤（いずれか）
の方 �定１０人（抽選） �料３，０００円
※別途、教材費１，０００円がその都度必

要。 �持ピンセット、小さめのはさみ

【書道教室】
�時４月～９月の第１・３木曜日午
前９時～１０時（計１２日間） �対市内
在住・在勤（いずれか）の方 �定１０
人（抽選） �料月１，０００円 ※別途、

教材費２，５００円が必要。 �持書道用具
【３歳からのダンス教室】
�時４月～９月の第１・３月曜日午

後１時２０分～２時１０分（計１２日間）

�対市内在住・在勤（いずれか）の方
�定１５人（抽選） �料月１，０００円 ※別

途、教材費２，０００円が必要。 �持室内
用シューズ、飲み物

◇ ◇

�申往復ハガキに教室名、住所、氏
名、年齢、性別、電話番号を書いて

３月８日�（必着）までに郵送
�所�申�問〒５７９―８００３日下町３―１―７ ゆ

うゆうプラザ（日下） ０７２（９８６）

９２８４、�０７２（９８６）９２９３

あらもと愛�ふれあい２１
立木早絵ピアノ弾き語り

＆島田洋七人権講演

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ゆゆううゆゆううププララザザのの教教室室
春春かかららチチャャレレンンジジ��

（８）

つ

侵入盗対策～夜間でも玄関先の電灯を点けるなどして、家の周りを明るくしておきましょう ―東大阪市治安対策本部―

平成２５年２月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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昨
年
、
東
大
阪
市
内
で
起
き
た
火
災
の
件
数
は
、
１
５
１
件

で
、
本
市
発
足
以
来
、
昭
和
６２
年
の
１
５
０
件
に
次
い
で
２
番

目
に
少
な
い
件
数
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
救
急
件
数
は
過

去
最
多
の
２
万
９
０
５
９
件

で
、
近
年
、
急
増
傾
向
と
な

っ
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
参
照
）。

救
急
要
請
が
急
増
す
る
と
、

救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
命
に
関

わ
る
傷
病
者
に
対
し
、
一
秒

で
も
早
く
救
急
車
が
到
着
で

き
る
よ
う
、
救
急
車
の
適
正

な
利
用
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。※

２
・
３
面
に
続
く
。

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
火
災
・
救

急
概
況
が
表
の
と
お
り
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

前
年
と
比
較
す
る
と
、
火
災
件

数
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
が
、

火
災
原
因
１
位
の
放
火
（
疑
い
含

む
）
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
救
急
件
数
は
２
万
９
０

５
９
件
で
前
年
よ
り
１
３
４
２
件

増
加
し
て
お
り
、
過
去
最
多
だ
っ

た
前
年
の
件
数
を
更
新
し
ま
し

た
。

昨年は、火災発生件数１５１件のうち、

５７件が放火（疑い含む）が原因となっ

ており、昼夜間を問わず放火による火

災が発生しています。

放火による火災は、不注意や油断など

から起こるものではなく、意図的に火を

つける犯罪行為であることから、防ぐ

ことは難し

いと思われ

がちです。

一人ひとりが次のことに注意し、地

域が一体となって放火による火災の発

生を防止し「放火されない環境」をつ

くりましょう。

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
防
止

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

放火防止対策のポイント

■空き家や倉庫、車庫などは、施錠を
きっちりする

■建物の周辺は外灯などで明るくする

■建物周辺に燃えやすいものを放置し
ない
�自転車や単車は、路上に放置せず
自宅内へ入れる

�家庭ごみは、ごみ収集日の朝に指
定場所に出す

�マンションの廊下などに雑品を放
置しない

平成２３年

１９２件

４３件

２７件

２４件

７６件

２３件

４５件

１４件

２件

８人

３５人

２７，７１７件

１７，７７６件

３，７２３件

３，３８５件

２，８３３件

２３，９３３人

１，５０７人

１，１２７人

９，７４５人

１１，５５４人

※自宅や屋外における転倒やけがのこと。

平成２４年

１５１件

５７件

１８件

２１件

６３件

１３件

３７件

１５件

０件

７人

２２人

２９，０５９件

１８，９６６件

３，９４１件

３，２２８件

２，９２４件

２４，７６９人

１，４３２人

１，０９２人

９，９６５人

１２，２８０人

火災件数

放火（疑い含む）

たばこ

こんろ

住宅、併用・
共同住宅

工場

その他の建物

車両火災

林野火災

死者

負傷者

救急件数

急病

一般負傷（※）

交通事故

その他

搬送人数

０～６歳

７～１７歳

１８～６４歳

６５歳以上

建
物
火
災

主
な
原
因

主
な
用
途

死
傷
者

主
な
種
別

年
齢
区
分

火

災

救

急

― 発行所 ―
東大阪市消防局
東大阪市稲葉
1―1―9
TEL０７２（９６６）９６６３
FAX０７２（９６６）９６６９

命命をを守守るる救救急急車車のの適適正正利利用用

えよう�

平
成
２４
年
中
の
火
災
・
救
急
概
況
（
速
報
）

「消すまでは 出ない行かない 離れない」（平成２４年度全国統一防火標語）

防止対策をしよう
放火をさせない�

２０１３年（平成２５年）
№９７

救急安心センターおおさか～救急医療相談・救急病院案内を２４時間３６５日受け付けます ＃７１１９または０６（６５８２）７１１９
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近
年
、
全
国
的
に
救
急
車
の

出
動
件
数
・
搬
送
人
員
数
は
と

も
に
増
加
し
、
救
急
隊
が
現
場

に
到
着
す
る
時
間
も
遅
く
な
っ

て
い
ま
す
。

東
大
阪
市
で
は
、
救
急
車
が

１
日
平
均
７９
・
６
回
、
１８
分
に

１
回
出
動
し
て
お
り
、
昨
年
の

出
動
件
数
は
２
万
９
０
５
９
件

と
過
去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

急
病
や
交
通
事
故
な
ど
医
師

の
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
生
命

に
危
険
が
お
よ
ぶ
傷
病
者
を
、

救
急
車
は
２４
時
間
い
つ
で
も
安

全
に
医
療
機
関
な
ど
へ
搬
送
し

ま
す
。

し
か
し
、
緊
急
事
態
に
誰
も

が
利
用
で
き
る
救
急
車
の
台
数

に
は
、
限
り
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
の
約
半
数
が
入
院
を
必

要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う
現
状

も
あ
り
ま
す
。

救
急
車
は
、
真
に
緊
急
を
要

す
る
方
の
た
め
に
あ
り
ま
す
。

救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
ど
う

か
判
断
に
困
っ
た
場
合
な
ど
は
、

「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ

か
」
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

緊
急
時
に
は
迷
わ
ず
１
１
９

番
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

応
急
手
当
を
広
く
普
及
す

る
た
め
、
消
防
局
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
簡
単
に
受
講
で
き

る
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
サ

イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
は
、
救
命
に
必
要
な
応
急

手
当
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
学
習
）
形
式
で
い
つ

で
も
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

受
講
終
了
後
に
「
受
講
証

明
書
」
が
印
刷
で
き
ま
す
の

で
、
提
出
し
て
い
た
だ
く
と

普
通
救
命
講
習
会
で
の
受
講

時
間
を
１
時
間
短
縮
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

消
防
局
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
「
応
急
手
当
ウ
ェ

ブ
講
習
」（
写
真
）
ま
た

は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（h

ttp���
w
w
w
.h
fd�
1
1
9
.

jp�e�
lea
rn
in
g�

）

に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
右
の

コ
ー
ド
を
読
み
と
っ
て
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

医
師
や
看
護
師
な
ど
が
２４
時

間
３
６
５
日
救
急
相
談
に
応
じ

る
、「
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
お
お

さ
か
」。

市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保

を
担
う
た
め
消
防
機
関
と
医
療

機
関
が
連
携
し
、
救
急
相
談
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ

と
が
目
的
で
開
始
し
た
当
事
業

は
、
平
成
２４
年
の
１
年
間
で
２４

万
２
５
０
件
の
着
信
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
き
に

電
話
し
た
ら
い
い
の
？

▽
救
急
車
を
呼
ん
だ
方
が
い

い
の
？

▽
応
急
手
当
の
方
法
が
わ
か

ら
な
い
�

▽
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い

の
？な

ど
、幅
広
く
相
談
に
応
じ
、

家
庭
で
の
処
置
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
り
、救
急
病
院
の
案
内（
※
）

を
総
合
的
に
受
け
付
け
た
り
し

ま
す
。
緊
急
性
が
高
い
と
判
断

す
れ
ば
、
す
ぐ
に
消
防
機
関
へ

つ
な
ぎ
、
救
急
車
を
出
動
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
で
迷
っ
た
と
き

は
、
気
軽
に
当
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
緊
急
時
に
は

迷
わ
ず
１
１
９
番
へ
。

（
※
）救
急
病
院
案
内

救
急

安
心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
で
は
、

病
院
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
、

相
談
の
あ
っ
た
時
点
で
診
察
可

能
と
な
っ
て
い
る
救
急
病
院
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

急
病
患
者
の
対
応
中
な
ど
、
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
病
院

に
行
く
前
に
必
ず
電
話
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報
課

消
防
局
で
は
、
病
気
や
け
が

の
外
国
人
を
救
急
車
で
搬
送
す

る
際
に
、
症
状
な
ど
を
尋
ね
る

言
葉
が
１８
か
国
語
で
流
れ
る「
外

国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
」
を
市

内
の
全
救
急
車
（
１３
台
）
に
配

備
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
約
１
万
７
０
０
０

人
の
外
国
籍
の
方
が
住
ん
で
い

ま
す
。外
国
籍
の
方
の
中
に
は
、

日
本
語
が
話
せ
な
い
人
も
い
る

こ
と
か
ら
、
傷
病
者
の
情
報
を

迅
速
に
把
握
し
、
適
切
な
医
療

機
関
へ
搬
送
す
る
た
め
に
導
入

し
た
も
の
で
す
。

外
国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
は
、

音
声
再
生
ペ
ン
で
シ
ー
ト
に
触

れ
る
だ
け
で
、
英
語
を
は
じ
め

１８
か
国
語
の
救
急
現
場
に
必
要

な
質
問（
９
項
目
）、
症
状
に
関

す
る
質
問（
４
項
目
）、
安
心
感

を
与
え
る
呼
び
か
け（
５
項
目
）

に
対
応
で
き
ま
す
。

言
葉
が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い

こ
と
は
、
不
安
を
抱
え
た
傷
病

者
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
な
る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
救

急
隊
の
活
動
と
傷
病
者
へ
の
対

応
が
こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
外
国
人
救
急
搬
送

シ
ー
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
傷
病
者
と
迅
速
な
意
思
疎

通
、
適
正
な
観
察
・
処
置
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

母
国
語
の
言
葉
を
か
け
る
こ
と

で
安
心
感
を
与
え
る
活
動
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

◇
問
合
せ
先

警
備
課

外国人救急搬送シート活用イメージ

�国旗の絵を患者に選んでもらう（音声も同時に
流れる）
救急隊員が該

当する国旗にペ
ンで触れるとそ
の国の言葉で対
応するよう設定
される

�基本的な質問
日本語の質問

にペンで触れる
と訳された音声
が流れる

�症状に関する質問
痛む部位や症状などを聴取

登録不要で誰でも簡単に受
講できます

危
険
物
施
設
に
設
置

さ
れ
て
い
る
地
下
貯
蔵

タ
ン
ク
の
う
ち
、
直
接

埋
設
さ
れ
た
鋼
製
一
重

殻
タ
ン
ク
で
設
置
し
た

と
き
の
許
可
申
請
書
類

に
記
さ
れ
て
い
る
仕
様

に
基
づ
い
て
、「
腐
食
の

お
そ
れ
が
特
に
高
い
地
下
貯

蔵
タ
ン
ク
」
ま
た
は
「
腐
食

の
お
そ
れ
が
高
い
地
下
貯
蔵

タ
ン
ク
」
の
判
定
を
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
内
面

の
腐
食
を
防
止
す
る
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
な
ど
の
措
置
を
平
成

２５
年
１
月
３１
日
ま
で
に
講
ず

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

関
係
事
業
所
に
お
い
て
は
、

流
出
事
故
を
防
ぐ
た
め
の
前

記
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
、消

防
局
が
警
告
書
や
命
令
書
の

交
付
な
ど
違
反
処
理
を
し
ま

す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

▽
予
防
広

報
課

▽
東
・
中
・
西
消
防

署
予
防
担
当

救急相談への対応や救急病院の案
内をする医師・看護師・相談員ら

予防広報課、障害

者支援室、福祉事務

所、保健センターの

窓口に、障害のある

方への専用リーフレ

ットと点字カード（写

真・名刺サイズ）を

配置しています。

くわしくは予防広報課までお問合せください。

▽
プ
ッ
シ
ュ
回
線
の
固
定

電
話
、
携
帯
電
話
か
ら
は
、

＃
７
１
１
９

▽
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定

電
話
ま
た
は
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら

は
、
０
６（
６
５
８
２
）７
１

１
９な

お
、
奈
良
県
と
の
県
境

付
近
で
「
＃
７
１
１
９
」
に

か
け
る
と
「
奈
良
県
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
」
に
電
話
が
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、０
６（
６
５
８
２
）

７
１
１
９
に
か
け
直
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
救
急
病
院
以
外
の

診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
お

探
し
の
場
合
は
、
大
阪
府
救

急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー（
０
６

―

６
７
６
１
―

１
１
９
９
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
２４
時
間

３
６
５
日
対
応
）。

ペ
ン
で
触
れ
る
だ
け
で

外
国
語
の
音
声
が
流
れ

ま
す

昨
年
８
月
１
日
か
ら
、
消

防
局
の
高
機
能
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
に
、
福
祉
部
に
お
い

て
本
人
が
事
前
に
同
意
登
録

さ
れ
て
い
る
介
護
や
障
害
な

ど
の
内
容
が
記
さ
れ
た
災
害

時
要
援
護
者
の
情
報
を
取
り

込
み
、
火
災
、
救
助
と
い
っ

た
日
常
的
に
発
生
す
る
災
害

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
災
害

時
要
援
護
者
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
同
指
令
セ
ン

タ
ー
か
ら
災
害
現
場
へ
急
行

す
る
救
助
隊
や
消
防
隊
等
へ

い
ち
早
く
情
報
の
伝
達
を
行

い
、現
場
到
着
後
の
隊
員
が
一

刻
も
早
く
、災
害
現
場
や
そ
の

付
近
に
お
住
ま
い
で
自
力
避

難
が
困
難
な
方
の
救
出
を
迅

速
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
災
害
時
要
援
護
者

の
登
録
に
つ
い
て
は
、
福
祉

企
画
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

災
害
時
要
援
護
者

登
録
制
度
と
は

事
前
に
同
意
を
得
た
災
害

時
要
援
護
者
（
自
力
で
の
避

難
が
困
難
な
高
齢
者
、
障
害

者
、
難
病
患
者
の
方
な
ど
）

の
情
報
を
、
市
の
福
祉
部
や

消
防
局
、社
会
福
祉
協
議
会
、

民
生
委
員
、
校
区
福
祉
委
員

長
、
校
区
福
祉
副
委
員
長
、

校
区
自
治
連
合
会
長
お
よ
び

単
位
自
治
会
長
に
提
供
し
、

大
規
模
災
害
の
際
の
支
援
活

動
に
役
立
て
る
制
度
で
す
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
情
報
伝

達
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
�
通

信
指
令
室

０
７
２
（
９

６
６
）９
６
６
５
、�
０
７
２

（
９
６
６
）９
６
６
９

▽
災

害
時
要
援
護
者
の
登
録
制
度

に
つ
い
て
�
福
祉
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
１
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
５

消
防
局
・
中
消
防
署
庁
舎

内
に
併
設
し
て
い
る
防
災
学

習
セ
ン
タ
ー
が
、
昨
年
１１
月

９
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま

し
た
。

こ
の
施
設
は
、
過
去
の
災

害
を
教
訓
に
、
ま
た
、
近
い

将
来
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ

る
東
南
海
地
震
・
南
海
地
震

に
備
え
て
、
防
災
の
必
要
性

・
重
要
性
を
学
び
、
体
験
で

き
る
施
設
で
す
。

新
た
に
、
地
震
体
験
コ
ー

ナ
ー
と
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
の
映

像
、
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
を
更

新
し
て
い
ま
す
。

楽
し
く
学
ん
で
、
災
害
に

対
す
る
知
識
や
心
構
え
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報

課

大
阪
府
産
業
保
安
行
政
事

務
に
か
か
る
事
務
処
理
の
特

例
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、

「
火
薬
類
取
締
法
」「
高
圧
ガ

ス
保
安
法
」「
液
化
石
油
ガ
ス

の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
の

保
安
３
法
に
か
か
る
申
請
お

よ
び
届
出
の
事
務
が
昨
年
１０

月
１
日
に
府
か
ら
本
市
に
権

限
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
予
防
広
報
課
保
安
規
制

担
当
（
稲
葉
１
―

１
―

９
消
防

局
庁
舎
５
階
）
が
受
付
窓
口

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
申
請
手
数
料
に
つ

い
て
は
、
現
金
で
の
納
付
と

な
り
、
従
前
の
大
阪
府
証
紙

に
よ
る
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

消
防
局
で
は
、
火
薬
類
、

高
圧
ガ
ス
お
よ
び
液
化
石
油

ガ
ス
に
よ
る
災
害
を
防
止
す

る
た
め
、
保
安
３
法
に
か
か

る
事
務
な
ど
を
円
滑
に
行
い
、

さ
ら
な
る
市
の
安
全
・
安
心

の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◇
問
合
せ
先

予
防
広
報

課
保
安
規
制
担
当

０
７
２

（
９
６
６
）
９
６
６
２
、
�

０
７
２（
９
６
６
）９
６
６
９

迫力のある３Ｄ映像が
体感できます

�花火大会での火薬類の消費など
�高圧ガスの製造、貯蔵など

障害者専用リーフレット・点字カード

救
急
車
の
出
動
件
数
は
過
去
最
多

ご活用ください

適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適適
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
なななななななななななななななななななななななななな
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
をををををををををををををををををををををををををを
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
しししししししししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

災害時要援護者情報伝達システムを導入

救 出 活 動 を 迅 速 に

自力での避難が困難な方は登録を

専 用
ダイヤル

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

お
お
さ
か

救急車を呼ぶかどうか迷ったら
「＃＃７７１１１１９９」へ
救急安心センターおおさか

２４時間
３６５日対応

地
図
画
面
上
の
マ
ー
ク
を
ク
リ

ッ
ク
す
る
と
登
録
者
情
報
が
閲

覧
で
き
る

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
・
指

令
台

外
国
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

全
救
急
車
に
外
国
人
救
急
搬
送
シ
ー
ト
を
配
備

リリリリリリリリリリニニニニニニニニニニュュュュュュュュュューーーーーーーーーーアアアアアアアアアアルルルルルルルルルルオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーププププププププププンンンンンンンンンン

防災学習センター消
防
局
が
受
付
窓
口
に

保
安
３
法
に
か
か
る
事
務
権
限
移
譲

地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
を
所
有
し
て
い
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

開
設
し
ま
し
た

消防トライくん

流出事故防止対策の経過措置期間

平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月月月月月月月月月３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日日日日日でででででででででででででででででで終終終終終終終終終終終終終終終終終終了了了了了了了了了了了了了了了了了了

ご
注
意

く
だ
さ
い

応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

（２）平成２５年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報平成２５年２月１５日（３）

http://www.hfd-119.jp/e-learning/


�������������������������
� ������������������������

�
�

�����������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������
� ������������������������

�
�

東大阪市消防局連絡先一覧

東大阪市消防局（稲葉１―１―９）
�０７２（９６６）９６６９

総務部総務課………………０７２（９６６）９６６０

総務部人事教養課…………０７２（９６６）９６６１

警防部予防広報課……０７２（９６６）９６６２～３

警防部警備課………………０７２（９６６）９６６４

警防部通信指令室…………０７２（９６６）９６６５

�０７２（９６６）８８８４
防災学習センター…………０７２（９６６）９９９８

�０７２（９６６）９９９０
東消防署（鳥居町３―３）………０７２（９８３）０１１９

�０７２（９８５）６５０３
中消防署（稲葉１―１―９）………０７２（９６６）０１１９

�０７２（９６６）６４６５
西消防署（御厨栄町３―１―４１）…０６（６７８８）０１１９

�０６（６７８８）１３７４

もしものときの問合せ先

◇病気やけがで迷ったとき、診察してくれ
る救急病院を教えてほしいときなど
�救急安心センターおおさか
＃７１１９（携帯電話・固定電話�プッシ
ュ回線�）《２４時間３６５日対応》
０６（６５８２）７１１９（固定電話�ＩＰ・ダイヤ
ル回線�）
�大阪府救急医療情報センター
０６（６７６１）１１９９《２４時間３６５日対応》

◇夜間の子どもの急病時、病院に行ったほ
うがいいのか迷ってしまう…
�小児救急電話相談 大阪府保健医療室
医療対策課
＃８０００または０６（６７６５）３６５０《午後８時～

翌午前８時》

◇夜間、休日の歯科診療は…
�大阪府歯科医師会館 休日・夜間緊急
歯科診療所（大阪市天王寺区堂ヶ芝１―
３―２７）

�夜間緊急歯科診療
０６（６７７４）２６００《夜間専用・毎日午後９

時～翌午前３時》

�休日緊急歯科診療所
０６（６７７２）８８８６《日曜日・祝日・年末年

始午前１０時～午後４時、受付は午前９

時３０分から》

◇化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒事故が起きてしまったときは…
�中毒１１０番
�日本中毒情報センター
０７２（７２７）２４９９《２４時間３６５日対応》

◇たばこを誤って飲んでしまったときは…
次のときはすぐに病院で診療を受けて

ください。 �たばこが浸かっていた水を
飲んだ �２�以上たばこを食べた �
何らかの症状が出ている

※緊急性があると思ったら迷わず１１９番通
報で救急車を呼んでください。
�たばこ専用電話
�日本中毒情報センター
０７２（７２６）９９２２《２４時間３６５日対応・テ

ープによる情報提供》

◇東大阪市消防局ウェブサイト
東大阪市消防局の最新情報を随時掲載

しています。

◇東大阪市消防局災害案内
市内で発生している火災の情報を機械

音声で案内しています。

０７２（９６６）９９９１

◇東大阪市消防局携帯電話用災害速報
市内で発生している火災や前日までの

火災、救急件数を消防局ウェブサイトで

公開しています。

このほど、東大阪市消防局マスコットキャラクター

「消防トライくん」が誕生しました。１月１３日に開催

された消防出初式が初の任務となり、全国消防イメー

ジキャラクターの「消太」（写真中）と日新高校の「ひに

アラタ」（写真左）とともに無事に大役を果たしました。

消防トライくんは「今後も地域の防災力の推進に貢献

したいです。火災予防運動や防災イベントなどに登場

しますので、お楽しみに�」と話していました。
しらゆき保育園幼年消防ク
ラブ員のみんなと記念撮影
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� 救命講習会（一般公募による救命講習会）
◇とき・ところ（変更する場合があります）

ところ

西消防署３階講堂

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

西消防署３階講堂

西消防署３階講堂

中消防署５階会議室

消防局４階防災学習センター

東消防署２階研修室

中消防署５階会議室

西消防署３階講堂

◇内容 
応急手当の必要性 
人工呼吸と胸骨圧迫の方法（心肺蘇生法） 
ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）の使用方法 
止血法

※１ 救命入門コース（１時間３０分）は１０歳以上の方が対象です。小学生は保護者と
いっしょに受講してください。

※２ 上級救命講習（８時間）は一定の頻度で応急処置などの対応が想定される方が対象。
◇申込方法 講習会の１か月前～１週間前に電話で。定員各３０人程度（申込先着順）

■申込み・問合せ先 救命講習受付 ０７２（９６６）０７９９ ※受付時間は午前９時～午
後５時３０分（月曜日または月曜日が祝日の場合は翌日、１２月３０日～翌年１月４日を
除く）。受付時間以外の時間帯は、各消防署の救急担当へお問合せください。

表の日程以外でも１０人以上の参加が可能な場合、相談に応じて随時講習会を開催し
ます。また、職員が出向いて開催することもできます。

講習会種別

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース（※１）

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース

普通救命講習

普通救命講習

普通救命講習

上級救命講習（※２）

普通救命講習

普通救命講習

救命入門コース

講習日時

３月１７日	午後１時～４時
４月８日�午後６時～９時
５月１１日�午後１時～２時３０分
６月１６日	午後１時～４時
７月８日�午後６時～９時
８月１０日�午後１時～２時３０分
９月１５日	午後１時～４時
１０月１４日�午後６時～９時
１１月９日�午後１時～４時
１２月１５日	午前９時～午後５時３０分
１月２６日	午後１時～４時
２月８日�午後１時～４時
３月１６日	午後１時～２時３０分

平
成
２５
年

平
成
２６
年

� 防火管理者講習会
◇とき

申込期間（申込先着順）

４月８日�～２６日�

７月１６日�
～８月２日�

１０月７日�～２５日�

１月１４日�～３１日�

☆いずれも午前１０時～午後４時５０分（２日
目は午後４時４０分まで）で計２日間。２
日間とも受講しなければ、修了証は交付
できません。定員各９０人

◇ところ
消防局４階防災学習センター

◇内容
消防法第８条に定める甲種防火管理者の資
格を取得するための講習会

◇申込方法
申込書に必要事項を書いて、各消防署に直
接 ※申込書は各消防署で配布。市ウェブ
サイトからダウンロードも可。

■申込み・問合せ先
�東消防署 ０７２（９８３）０１１９
�中消防署 ０７２（９６６）０１１９
�西消防署 ０６（６７８８）０１１９
※受付時間は土・日曜日、祝日を除く
午前９時～午後５時３０分。

講 習 日

５月１３日�
・１４日�

８月１９日�
・２０日�

１１月１１日�
・１２日�

２月１７日�
・１８日�

平成
２５年

平成
２６年

�消防トライくん�誕生
消防局マスコットキャラクター
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防火管理者講習会・救命講習会学びませんか

（４）平成２５年２月１５日東 大 阪 消 防 広 報




